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１．はじめに 

ブラジル連邦共和国では、2011年 1月の豪雨によっ

てリオデジャネイロ州を中心として多数のフラッシュ

フラッドや土石流が発生（図-1）し、行方不明者約 400

名、死者 900 名を超え、約 2 万人が家を失うというブ

ラジル史上最大の被害をもたらした。連邦政府はこの

災害を契機として多年度計画プログラム「災害リスク

管理・対応プログラム」を策定し、土石流対策の能力

向上に関する検討を進めている。本報告では、JICAプ

ロジェクト「強靭な街作りのための土砂災害構造物対

策能力向上プロジェクト」（以下、本プロジェクト）と

して、土石流対策に関するマニュアル作成を支援し、

砂防技術の展開を進めている現状について報告する。 

２．簡易リスクマッピングマニュアル 

2.1作成の背景 

ブラジル側へのヒアリングの結果、市政府は土石流

構造物対策の整備優先度が高い渓流を市域全体から客

観的な手法で抽出できる手法を求めている一方、予算

や人的リソースの成約があり、高価なソフトウェアや

高度なデータを用いた解析手法の導入には困難を感じ

ていることが明らかとなった。そこでブラジル国内の

土砂災害特性 1)を踏まえ、市政府が入手可能な無償の

GIS ソフトウェア、数値標高データ及び統計データを

用いて、土石流構造物対策の整備優先度が高い渓流の

抽出に目的を特化した簡易リスクマッピング手法及び

整備優先度評価手法を提案した。 

2.2作成の進め方 

日本側から提案した簡易リスクマッピング手法及び

整備優先度評価手法を基本として、各市政府が保有す

る QGIS を活用して土石流構造物対策が必要となる渓

流の抽出及び保全対象数に応じた整備優先度評価を行

う手順を標準化 2)し、その手法を水平展開するためのマ

ニュアルを作成した。手順の標準化及びマニュアル作

成にあたっては、日本側専門家、統合地域開発省職員、

パイロット市政府職員からなるワーキンググループ

（以下、WG）を立ち上げ、週 1回 WEB会議を開催し、

各自が実際に設定作業を行った結果を踏まえて質疑応

答や改善点について協議を行った。また、ブラジル側

の実態に応じて実現可能な手順やマニュアル記載内容

を検討した。マニュアルの作成言語はポルトガル語で

あったが、同時に日本語訳も作成し、記載内容につい

て日本側・ブラジル側双方が確認できるようにした。 

2.3水平展開 

作成したマニュアルを用いて、砂防堰堤の整備対象

とするパイロットサイトの抽出を行った結果、2011 年

災害時に土石流が発生した渓流が整備優先度上位とし

て抽出できることを確認した。抽出結果を踏まえ、今

後の検討では、簡易リスクマッピングによる評価で上

位となった渓流を整備対象渓流として位置づけ、土石

流構造物対策の水平展開を進めていくものとした。ま

た、作成したマニュアルを統合地域開発省 HP に公開

する（図-2）とともに、ブラジル国内の大学教授や連邦

政府関係機関及び州・市政府向けの技術セミナーにお

いて簡易リスクマッピング手法の紹介、WG メンバー

を通じた他市への簡易リスクマッピング手法の技術移

転等を行い、土石流構造物対策の整備優先度評価手法

について水平展開を進めている。 

３．砂防堰堤の設計施工マニュアル 

3.1 作成の背景 

本プロジェクト開始前の調査では、砂防堰堤の整備

にあたって、土石流構造物対策に関する技術指針がな

い状況では連邦政府の事業予算認可を受けることが難

しいことが明らかとなっていた。しかしブラジル国内

では、砂防堰堤等を整備した事例がほとんどなく、土

石流構造物対策の計画、設計及び施工に関する技術情

報が非常に少ない状況にあった。そこで、土石流構造

物対策の技術展開にあたって「河川砂防技術基準」「土

石流・流木対策設計技術指針」「鋼製砂防構造物設計便

覧」等の記載内容を基本として、砂防堰堤等の設計、

施工に関する技術指針（以下、設計施工マニュアル）

図-1 2011年豪雨による土石流堆積物の状況 

【テレゾポリス市プリンシペ川】（出典：統合地域開発省提供） 
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を作成する方針とした。また、パイロットサイトを対

象として砂防堰堤の設計、施工を実施し、その知見も

設計施工マニュアルに反映していく方針とした。 

3.2作成の進め方 

本プロジェクトで作成する設計施工マニュアルは、

日本の技術指針をベースとしつつ、ブラジル特有の諸

条件（地質、水文、建設資材等）に適応化させる必要

があった。そこで、まず叩き台として日本の技術指針

に基づいて設計施工マニュアルα版を作成し、ブラジ

ル国内の大学教授からなる技術委員会と日本側専門家

が協議（図-3）しながら、ブラジルの諸条件に適応化さ

せた設計施工マニュアルβ版の作成を進めた。この際、

α版は日本の技術規格に基づいた内容であるため、β

版作成では、ブラジルの技術規格（ABNT NBR）を踏

まえて技術委員会が記載内容や設計条件を検討した。 

なお、設計施工マニュアルに関する技術委員会との

協議では、日本側とブラジル側が同じ資料を見て協議

することが理想的であると判断し、ポルトガル語と日

本語の対訳版（図-4）を作成し、設計施工マニュアルの

記載内容に関する意見交換を行った。対訳版の使用は、

論点のズレ防止に非常に有効であった。 

3.3水平展開 

設計施工マニュアルβ版を踏まえ、日本の砂防技術

の考え方や砂防堰堤等の施工方法に関して技術セミナ

ーでの解説（図-5）、統合地域開発省職員向けの勉強会

等を行い、砂防堰堤等の計画、設計、施工方法の水平

展開を進めている。また設計施工マニュアルβ版に準

拠し、パイロットサイトを対象として、不透過型砂防

堰堤及び鋼製透過型砂防堰堤の設計を現在進めている。 

４．おわりに 

本プロジェクトは、新型コロナウイルスの感染拡大

の影響により、リモート環境での遂行が求められた。

このためカウンターパートとの WEB 会議を週 1 回必

ず行うとともに、WG や技術委員会協議も WEB会議を

積極的に活用し、対面と併用して高頻度の意見交換を

進めてきた結果、協議に多くの関係者が参加でき、遠

隔地での技術の水平展開にあたって非常に有効であっ

た。今後も WEB及び対面協議を活用し、引き続きマニ

ュアルの最終化及び技術移転に取り組んでいく。 
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図-2 簡易リスクマッピングマニュアル 3) 

図-4 設計施工マニュアル ポルトガル語-日本語の対訳版 図-5 リオデジャネイロ連邦大学での技術セミナー開催 

図-3 技術委員会との協議実施状況 
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